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１	メンタルヘルスケア実施の目的と効果

法令にもとづいたストレスチェック後に、メンタルヘルスケア実施の目的と効果について確認します。

法令にもとづいたストレスチェック実施後のメンタルヘルスケアとして、セルフケア学習と定期的なセルフ
チェック（ストレス診断）を行います。対象者を絞り、セルフケア学習やストレス診断を通じ1年を通してメンタ
ルヘルス不調の未然防止を行い、職場環境の改善を行います。
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 ▼  法令にもとづいたストレスチェックの結果

※今回のセルフケアでは、法令にもとづいたストレスチェックの結果で
　・高ストレス者に該当する従業員　・ストレスが高い部署　を対象に、セルフケア学習実施後に繰り返しストレス
　 診断を行い1年かけて組織と個人の状態を確認します。

※メンタルヘルスケア実施に関して
過去に他社のストレスチェックシステムをお使いの場合でも、メンタルヘルスケアを実施頂くことができます。
(当サービスでストレスチェックを実施いただいたお客様は、事前の作業はございませんので、本ガイドに沿って設定を
お願いいたします。）
➡　過去に他社のストレスチェックをお使い頂いたお客様
最初に、過去のストレスチェック結果をシステムへ取り込みます。
詳しい手順につきましては、【番外編①_過去のストレスチェックデータの取り込み方】をご確認ください。

メンタルヘルスケア実施の目的と効果

高ストレス者に該当する

従業員

ストレスが高い部署

■ 社内・社外相談窓口サービスなどの案内

■ セルフケア学習（e ラーニング）実施の案内

■ 部門長へ集団分析報告書の共有

■ 社内・社外相談窓口サービスなどの案内

■ セルフケア学習（e ラーニング）実施の案内
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ストレスチェック実施

次年度ストレスチェックの実施

次年度のストレスチェック実施まで、
セルフケア学習とストレス診断の流れを
繰り返し行います。

アプローチ①	組織 アプローチ②	個人

②	高ストレス者①	ストレスが高い部署

集団分析
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セルフケア学習
実施

セルフチェック
（ストレス診断）実施

❶❷に該当
しない社員

全体のフロー図

認知行動療法の考え方を利⽤した
e-ラーニングを利⽤しセルフケア学習
を行います。

セルフケア学習の効果を確認するため
に、セルフチェック（ストレス診断）を行
います。

セルフケア実施後の組織と個人の状態
を集団分析を⽤いて確認し、ストレス
チェック後の状態と⽐較します。

STEP2
第3章

STEP3
第4章

STEP4
第5章

ストレスチェックの結果を組織と個人の
視点から確認をし、今の現状の状態を
把握します。

STEP1
第2章

現状把握

セルフケア学習実施

セルフチェック
（ストレス診断）実施

状態確認

2	メンタルヘルスケア実施全体の流れ

メンタルヘルスケアを進めるための運⽤の流れを確認します。

ストレスチェック実施後に、セルフケア学習とストレス診断を実施し、セルフケアの効果を確認しながら運用を実施します。
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